
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  過去の入試傾向をふまえ、正答率の低い問題の傾向を把握する。 

いたずらに難しい問題だけやればいいのではありません。正答率の低い問題にも傾向は

きちんとありますし、有名な問題を知ることが重要です。それを早く知れば知るほど練習

の機会も増え、他のライバルに圧倒的な差をつけることが可能となります。 

  正答率が低い問題の中での自分の得意・不得意を見極める。 

正答率が低いといっても県立高入試は奇問や教科書のレベルを超えた難問が出題され

るわけではありません。基礎事項を組み合わせた複合問題・分野をまたいだ融合問題に対

して、自分が得点につなげられる部分と対策が必要な部分を見極めることが重要です。 

現時点で、正答率の低い問題を自分がどの程度解く力があるかをはかります。 
 

 実施要項 

対象者 山形東高校をはじめとする上位高志望者 

試験会場 山形本部（山形市本町１丁目２-１９） 

時間帯 14:30 集合（18:30 解散予定） 

試験時間 国語・数学・英語：各４０分 理科・社会：各３０分 

持ち物 筆記用具・スリッパ（上履き） 

受験料 
継 続 生：3,850 円(税込) 

一般受験：4,180 円(税込) 冬期講習申込者は 3,850 円(税込) 

申込方法 

山形東高・南高・西高志望者のためのテストです。 
 
※マスター在籍者や個別生・オンライン生・一般生は申込用紙を提出するか
ＨＰでお申込みください。《申込期限：12/1（日）》 

※塾生以外も受験できます。同じ高校を目指すライバルと競いましょう！ 

 

 

 

◆トップ高合格は、難易度の高い問題をどれだけ解けるかが勝負！ 

◆実際の公立高校入試で正答率の低い問題を過去数年間に渡って徹底分析！ 

◆山形東高校をはじめとする上位高を目指す君の弱点を、単元別に徹底解析！ 

◆これからの学習の『道しるべ』となる画期的テスト！ 

 



 


